
/25

httpｓ://www.osaka.cci.or.jp/
ホームページアドレス
C

大商
ニュース

2026

編集発行　大阪商工会議所
〒540・0029　大阪市中央区本町橋2番8号　
☎06（6944）6324
定価１部132円（送料共）　購読料は会費、負担金に含む
毎月10、25日発行 
　大阪商工会議所2026

（日）NO.13911

ＷEB版

https://www.osaka.cci.or.jp/dnews/
ログインＩＤ　d2025

ＷEB

大
阪
商
工
会
議
所
の
要
望
が
、
２
０
２
６
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
や
政
府
予
算
案
に

反
映
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
西
村
貞
一
税
制
委
員
長
（
サ
ク
ラ
ク
レ
パ

ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
）
、
更
家
悠
介
中
堅
・
中
小
企
業
委
員
長
（
サ
ラ
ヤ
社
長
）

ら
が
中
小
企
業
等
の
付
加
価
値
創
出
や
生
産
性
向
上
に
向
け
た
投
資
促
進
、
取
引
適
正

化
支
援
、
事
業
承
継
・
再
生
支
援
の
拡
充
な
ど
を
繰
り
返
し
訴
え
た
活
動
が
実
を
結
ん

だ
。

税
制
改
正
大
綱
で
は
、
特

に
重
要
視
し
て
い
た
事
業
承

継
税
制
特
例
措
置
の
特
例
承

継
計
画
の
提
出
期
限
が
２
０

２
７
年
９
月
末
ま
で
延
長
と

な
っ
た
。
研
究
開
発
税
制
は

３
年
間
延
長
の
う
え
、
中
小

企
業
向
け
の
税
制
に
繰
越
控

除
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担

軽
減
措
置
が
延
長
・
見
直
し

と
な
っ
た
。
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
税
額
控
除
の
控
除

率
が
予
定
よ
り
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
と
も
に
２
年
間
延
長

と
な
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な

っ
た
場
合
の
売
上
税
額
に
対

す
る
納
税
額
が
、
現
行
の
２

割
か
ら
３
割
に
見
直
さ
れ
、

２
年
間
延
長
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
要
望
し
て
い

た
大
胆
な
設
備
投
資
促
進
税

制
の
創
設
、
少
額
減
価
償
却

資
産
の
取
得
価
額
の
引
上
げ

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

２
０
２
５
年
度
補
正
予
算

お
よ
び
２
０
２
６
年
度
予
算

案
で
は
、
米
国
関
税
措
置
の

影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の

資
金
繰
り
支
援
の
ほ
か
、
販

路
多
角
化
に
向
け
た
伴
走
支

援
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。
取

引
適
正
化
支
援
と
し
て
は
、

取
引
Ｇ
メ
ン
な
ど
に
よ
る
取

引
実
態
の
把
握
や
「
取
引
か

け
こ
み
寺
」
で
の
相
談
対
応

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
新
事
業
展
開
な
ど
に
向
け

て
、
中
小
企
業
等
が
大
学
・

公
設
試
な
ど
の
研
究
機
関
な

ど
と
連
携
し
て
実
施
す
る
研

究
開
発
な
ど
を
支
援
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
外
部
環
境
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談

体
制
強
化
や
、
中
小
企
業
等

の
収
益
力
改
善
・
事
業
再

生
、
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
を

支
援
す
る
た
め
の
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

関西国際空港の地元泉佐野
市は、国際都市として多数の
旅客が訪れ、西日本の玄関口
として大変にぎわっている。
大阪湾から新鮮な魚介類が

多数水揚げされるほか、内陸
部は野菜の一大産地で、豊富
な野菜が大都市へ出荷されて
いる。山間部では、大阪府で
唯一の温泉郷「犬鳴山温泉」
が有名。関西の奥座敷とも言
われ、多数の効能があると評
判だ。
その温泉旅館では、大阪府

内唯一のブランド豚「犬鳴ポ
ーク」が美味。地元の豚牧場
から仕入れた舌触りの良い赤
身で甘みのある洗練された脂

質がおいしさの特徴である。
犬鳴山温泉には、四季折々

の豊富な食材で料理を堪能で
きる旅館が多い。豊かな効能
のある温泉で体を癒し、犬鳴
ポークをはじめ、鮮度の良い
野菜・魚介類や各種肉料理の
すき焼き・鴨鍋・
ボタン鍋や懐石料
理を、老舗の地酒
で舌鼓を打ちなが
ら楽しめる。

大阪・関西万博において大阪商工会議
所が推進した関連事業で大商と連携した
方々に万博の振り返りと今後の展望を聞
いた。

（泉佐野商工会議所）
当連載では、グレーターミナミ

の各商工会議所が各エリアの自慢
の食体験について紹介し、その魅
力を１年かけてお伝えします。

大阪の元気な中小企業の経営のコツを
紹介する。

国
内
外
の
観
光
客
増
加
に

よ
る
課
題
が
、
繁
華
街
な
ど

を
中
心
に
顕
在
化
す
る
な

か
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
防
ぎ
、
観
光
産
業
が
持
続

的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

安
定
的
・
継
続
的
に
受
け
入

れ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
府
は
こ
の
ほ
ど
、
宿

泊
税
を
活
用
し
、
１０
億
円
の

予
算
を
ミ
ナ
ミ
の
環
境
改
善

に
充
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
も

踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
む
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
内

外
か
ら
多
く
の
来
訪
者
を
迎

え
て
い
る
ミ
ナ
ミ
は
、
地
域

の
事
業
者
な
ど
が
積
極
的
に

環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や

路
上
喫
煙
が
顕
在
化
し
、
地

域
で
の
取
り
組
み
は
限
界
と

の
声
も
あ
が
っ
て
い
た
。

大
商
は
地
域
の
声
を
受
け

て
、
大
阪
府
・
大
阪
市
に
対

し
て
、
機
会
を
と
ら
え
て
ト

イ
レ
や
喫
煙
所
の
整
備
、
ゴ

ミ
処
理
や
ま
ち
な
か
の
清

掃
、
違
法
駐
輪
の
対
策
強
化

な
ど
、
安
全
・
安
心
・
快
適

な
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
求

め
て
き
た
が
、
そ
の
活
動
が

実
を
結
ん
だ
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大阪商工会議所は２０２６年度の生命共
済制度加入の受け付けを開始した。同
制度は、死亡・高度障害、ケガ入院を
２４時間保障する災害保障特約付団体定
期保険。診査なし、簡単な手続きで加
入でき、低廉な掛金で従業員の死亡退
職金や弔慰金の支給、法定外労災補償
に備えられる。また、１年ごとの収支
計算で剰余が生じたときは配当金とし
て掛金の一部を返戻する（２０２４年度配
当率は約３６．４９％）。
２０２６年度から加入者の「更新限度年
齢」を７５歳６カ月以下から８０歳６カ月
以下まで引き上げ（新規加入は７０歳６
カ月以下まで）、昨今の雇用・年金制度
などを背景とした就労期間の長期化に
伴う保障継続ニーズに対応する。
問合せ 共済事業室�６９４４・６３４１

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
の
成
果
検
証
委
員
会
の

初
会
合
が
１２
月
２５
日
、
経
済

産
業
省
で
開
か
れ
、
大
阪
商

工
会
議
所
か
ら
は
鳥
井
信
吾

会
頭
が
出
席
し
た
。

同
委
員
会
は
、
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
の
成
果

を
検
証
し
、
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

た
め
、
経
済
産
業
相
お
よ
び

国
際
博
覧
会
担
当
相
の
も
と

で
、
有
識
者
・
関
係
者
の
参

加
を
得
て
検
討
す
る
枠
組
み

と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
。

主
に
�
万
博
の
成
果
の
ま
と

め
と
検
証
�
万
博
の
理
念
・

記
憶
の
継
承
の
検
討
�
万
博

の
成
果
を
社
会
に
実
装
さ
せ

る
制
度
的
枠
組
み
の
検
討
�

剰
余
金
の
活
用
方
針
の
検
討

�
�
を
行
う
。

鳥
井
会
頭
は
、「
こ
の
成
果

検
証
委
員
会
に
は
、
大
阪
・

関
西
、
日
本
の
未
来
を
作
る

よ
う
な
場
と
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
」
と
述
べ
、
大
事
な

点
と
し
て
、
�
ソ
フ
ト
レ
ガ

シ
ー
�
万
博
の
跡
地
利
用
�

剰
余
金
の
使
途
�
�
の
３
点

を
挙
げ
、「
万
博
で
生
ま
れ
た

知
や
価
値
を
散
逸
さ
せ
ず
、

外
交
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
文
化
交

流
な
ど
を
統
合
す
る
『
場
』

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
」

と
発
言
し
た
。

今
後
、
各
委
員
や
関
係
者

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
の
成
果
を
継
承
し
、
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き

同
委
員
会
で
の
検
討
を
進
め

る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

２０２５年日本国際博覧会の成果検証委員会の初会合には、大商の鳥井信
吾会頭らが出席した�１２月２５日、経済産業省

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪

信
用
金
庫
が
共
同
展
開
し
た

万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
身
近
な
課
題
や
世
界
の
お

困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工
場

が
解
決
し
ま
す
！
」
か
ら
、

展
示
さ
れ
た
試
作
品
の
製
品

化
第
１
号
が
誕
生
し
た
。
大

阪
ラ
セ
ン
管
工
業（
大
阪
市
）

が
開
発
し
た
世
界
最
小
内
径

０
・
９
�
の
金
属
製
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
チ
ュ
ー
ブ
「
ナ
ノ
フ

レ
ッ
ク
ス
®」の
販
売
が
、
今

月
か
ら
始
ま
る
。

同
製
品
は
万
博
の
大
阪
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
初

披
露
さ
れ
、
医
療
や
宇
宙
分

野
へ
の
応
用
で
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
大
商
は
万
博
閉

幕
後
も
、
展
示
を
一
時
的
な

活
動
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う

「
成
果
報
告
・
共
創
交
流
会
」

を
開
催
。
大
手
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
や
社
会
実
装
に
向

け
た
課
題
解
決
を
継
続
的
に

支
援
し
て
き
た
。

今
回
の
製
品
化
は
、
大
商

が
長
年
注
力
し
て
き
た
「
町

工
場
の
技
術
力
と
未
来
市
場

の
接
続
」
が
結
実
し
た
象
徴

的
な
事
例
。
万
博
レ
ガ
シ
ー

を
大
阪
経
済
の
成
長
の
核
と

す
る
た
め
、
今
後
も
事
業
化

を
全
力
で
後
押
し
し
て
い

く
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

世
界
最
小
内
径
０
・
９
ミ

リ

の
金

属
製
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
チ
ュ
ー
ブ

「
ナ
ノ
フ
レ
ッ
ク
ス
�

」

（
左
）。
右
は
従
来
品

大阪商工会議所は、売上債権の回収
不能リスクを補償する「売上債権保全
制度」の保証商品である「債権まもる
くん」の加入推進キャンペーンを昨年
１１月から実施しているが、加入相談の
問合せが増えている。キャンペーンは
３月末まで行う。
同制度の利用は「取引先が３カ月以

上代金を支払ってくれない」「取引先が
倒産して代金が回収できない」「取引先
が夜逃げして代金が回収できない」な
どに有効。
「債権まもるくん」の販売店８社（伊
藤忠オリコ保険サービス、佐渡島商事、
保険コンシェルジュ、創志保険、阪神
高速サービス、ピースワン、エフケイ、
モストコンサルティング）が、キャン
ンペーン・グッズを配布し、会員事業
所を訪問する。
問合せ 共済事業室�６９４４・６３５２

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１３
日
、「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
と
「
メ
タ
バ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
の
成
果
報
告
な
ど

を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
。

N
IK
K
EI
T
ech

F
oresight

の
久
米
秀
尚
編

集
長
が
登
壇
し
、
２
０
２
６

年
以
降
に
注
目
す
べ
き
最
新

の
技
術
ト
レ
ン
ド
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
そ
れ

ら
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
に
関
す
る
国

内
大
手
企
業
の
事
例
を
紹
介

す
る
。

成
果
報
告
と
し
て
、
両
事

業
を
通
じ
て
事
業
開
発
に
取

り
組
む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

や
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関

西
万
博
に
出
展
し
た
企
業
の

進
捗
発
表
を
行
い
、
今
後
の

展
開
拡
大
に
向
け
た
さ
ら
な

る
企
業
連
携
を
促
進
す
る
。

万
博
に
出
展
し
た
登
壇
企

業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
触
れ

な
が
ら
名
刺
交
換
が
で
き

る
、
体
験
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
会
も
実
施
す
る
。
午

後
１
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

小
さ
な
こ
と

１
月
に
こ
ん
な
話
題
も
何

だ
が
、「
ブ
ッ
ク
サ
ン
タ
」
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
様
々
な

事
情
で
困
難
な
状
況
に
あ
る

子
ど
も
達
に
、
本
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
よ
う
」
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

や
誕
生
日
の
お
祝
い
を
す
る

こ
と
が
難
し
い
家
庭
に
本
を

届
け
る
と
い
う
も
の
。
２
０

１
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
取
組

み
は
年
々
広
が
り
、
２５
年
は

１１
万
冊
超
の
本
が
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
と
か
。
私
も
さ
さ

や
か
な
が
ら
数
年
前
か
ら
本

を
贈
っ
て
い
る
▼
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
寄
付
者
限
定
ペ
ー
ジ

か
ら
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け

た
家
庭
の
喜
び
の
声
や
そ
の

時
の
写
真
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
、
見
て
い
る
だ
け
で
微

笑
ま
し
い
。
寄
付
が
た
と
え

１
冊
の
本
だ
と
し
て
も
、
そ

れ
で
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
た

と
し
た
ら
、
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
▼
年
齢
を

重
ね
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

な
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
自

分
に
で
き
る
範
囲
で
社
会
や

他
人
と
の
関
わ
り
を
少
し
ず

つ
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
い

く
つ
か
の
こ
と
を
継
続
し
て

い
る
▼
小
さ
な
こ
と
で
も
、

そ
れ
を
継
続
す
れ
ば
、
数
が

集
ま
れ
ば
、
い
つ
か
大
き
な

力
に
な
っ
た
り
、
何
か
し
ら

の
プ
ラ
ス
が
生
み
出
さ
れ
る

と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
小
さ
な
こ
と
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
。

（
己
）

◆休刊のお知らせ
本紙２月１０日号は休刊します。

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

要要望望実実現現にに向向けけたた状状況況
税制関係

法人版事業承継税制特例措置
・特例承継計画の提出期限の延長（２０２７年９月末まで）
研究開発税制
・３年間延長し、中小企業技術基盤強化税制に繰越控除措置を導
入

インボイス制度の負担軽減措置の見直し
・負担軽減措置の延長・見直し
大胆な設備投資促進税制の創設
・大規模な投資を対象とした新たな設備投資減税を創設
少額減価償却資産の損金算入特例
・３年間延長し、対象となる取得価額の上限を４０万円に引上げ（現
行３０万円）

中小企業対策
日本政策金融公庫による資金繰り支援
・米国関税措置の影響を受ける事業者への資金繰り支援
中小企業取引対策事業
・取引Ｇメンなどによる取引実態の把握、「取引かけこみ寺」での
相談対応など

成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）
・大学・公設試などの研究機関などと連携して行う、研究開発な
どに係る取り組みを支援

事業環境変化対応型支援事業
・外部環境変化に伴う経営課題に対応するため、相談体制を強化
中小企業活性化・事業承継総合支援事業
・中小企業等の収益力改善・事業再生や、事業承継・引継ぎを支援

生命共済~来年度から加入者の
�更新限度年齢�を引き上げ

�債権まもるくん�
加入推進キャンペーン

�特集�万博とその先へ �

�特集��日本一�明るい企業情報�

議員紹介・談話室 土井 義宏氏 �

スタートアップや万博出展企業

進捗発表やサービスの展示
最新技術トレンドの紹介も

大大
阪阪
府府
がが
ミミ
ナナ
ミミ
のの
観観
光光
客客
受受
けけ
入入
れれ
環環
境境
整整
備備
へへ

大
商
や
地
元
の
声
が
届
く

鳥井会頭
�大阪・関西、日本の未来を作る場に�

▼詳細は
こちら

万万博博 成成果果検検証証委委員員会会

▼詳細は
こちら

万
博�
町
工
場
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
	か
ら

試
作
品
の
製
品
化
第
１
号

�８�

味
わ
う

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

世界に近い温泉とブランド豚

犬
鳴
ポ
ー
ク（
泉
佐
野
市
）

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

大大商商のの要要望望がが実実現現へへ

経
済
産
業
省
で
初
会
合

事
業
承
継
税
制
特
例
措
置
の

特
例
承
継
計
画
の
提
出
期
限
が
延
長

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減
措
置
の
延
長

２０２６年（令和８年）１月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９１（１）
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大
商
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
継
続
的
に
出
展
し
て
お

り
、
今
年
は
日
本
企
業
３７
社

が
出
展
。
大
阪
か
ら
は
シ
ャ

ー
プ
▽
長
瀬
産
業
▽
日
新
電

機
工
作
�
�
が
ブ
ー
ス
を
構

え
た
。
従
来
出
展
し
て
き
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
専
用
エ
リ

ア
「
ユ
ー
レ
カ
パ
ー
ク
」
に

加
え
、
初
め
て
「
グ
ロ
ー
バ

ル
パ
ビ
リ
オ
ン
」
に
も
出
展

し
、
２
会
場
で
日
本
の
高
い

技
術
力
を
発
信
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
解
説
を
交

え
て
注
目
エ
リ
ア
を
効
率
よ

く
巡
る
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
現
地
視
察

ツ
ア
ー
」
も
初
開
催
し
、
２１

人
の
日
本
企
業
関
係
者
が
参

加
し
た
。
ま
た
、
５
分
間
の

ピ
ッ
チ
や
ブ
ー
ス
出
展
を
通

じ
て
、
大
阪
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

今
後
、
現
地
の
模
様
を
紹
介

す
る
「
出
展
報
告
会
」
を
２

月
上
旬
に
開
催
す
る
。

今
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
は
、
昨
年

を
上
回
る
約
１４
万
８
千
人
が

来
場
し
、
１
５
０
以
上
の
国

・
地
域
が
参
加
。「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」に
も
多
く
の

企
業
や
メ
デ
ィ
ア
が
訪
れ
、

出
展
企
業
か
ら
は
「
多
く
の

国
内
外
の
企
業
や
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
商
談
で
き
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、「
ユ
ー
レ
カ
パ
ー

ク
」
に
は
、
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
展
開
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｕ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｕ
Ｐ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
２

０
２
５
」（
主
催
�
大
商
な

ど
）
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
ズ
賞
を
受
賞
し
た

マ
テ
リ
ア
ル
ゲ
ー
ト
が
出

展
。同

社
は
初
出
展
な
が
ら

も
、
海
外
企
業
か
ら
多
数
の

引
き
合
い
が
あ
り
、
今
後
、

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
締
結
や
Ｖ

Ｃ
か
ら
の
出
資
が
期
待
さ
れ

る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
５

日
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
関

西
経
済
連
合
会
、
関
西
経
済

同
友
会
と
と
も
に
「
令
和
８

年
大
阪
新
年
互
礼
会
」
を
大

阪
市
内
で
開
き
、
約
２
０
０

０
人
が
出
席
し
た
。

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
は

「
大
阪
締
め
」
の
音
頭
を
と

り
、
関
西
経
済
の
発
展
を
願

っ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
日
本
の
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

す
る
た
め
、
６
〜
９
日
に
米
国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
か
れ
た
世
界
最
大
級
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
展
示
会
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
６
」
に
、
日
本
企
業
に
よ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」
を
出
展
し
た
。

「
大
阪
締
め
」
の
音
頭
を
と
る
大
阪
商
工
会

議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
７
日
、
大
阪
市

大
阪
商
工
会
議
所
グ
レ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委
員
会

（
委
員
長
�
遠
北
光
彦
・
南

海
電
気
鉄
道
会
長
）
は
学
校

法
人
村
川
学
園
と
共
催
し
、

１０
、
１１
日
に
「
第
１
回
グ
レ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
高
校
生
料
理

王
決
定
戦
」
を
大
阪
調
理
製

菓
専
門
学
校
（
泉
大
津
市
）

で
開
い
た
。

全
国
の
高
校
、
高
等
専
修

学
校
、
高
等
専
門
学
校
の
学

生
が
大
阪
南
部
の
食
材
を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
を
考
案
。
最

終
審
査
と
な
っ
た
当
日
は
、

全
国
か
ら
応
募
し
た
１
２
９

人
／
６２
チ
ー
ム
の
中
か
ら
書

面
審
査
を
通
過
し
た
６１
人
／

３０
チ
ー
ム
が
５
部
門
（
中
国

料
理
�
水
ナ
ス
、
日
本
料
理

�
海
ぶ
ど
う
、
西
洋
料
理
�

か

き
牡
蠣
、
製
菓
�
海
老
芋
、
製

パ
ン
�
難
波
ね
ぎ
）
に
分
か

れ
て
調
理
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
大
商
の
鳥

井
信
吾
会
頭
、
遠
北
グ
レ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委
員
長
、

著
名
な
シ
ェ
フ
ら
が
審
査
を

行
っ
た
。

鳥
井
会
頭
は
表
彰
式
の
総

評
で
「
こ
の
大
会
を
通
じ
て

大
阪
や
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
。
将
来
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
食
文
化
を
発

信
す
る
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

�
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
現
地
視
察
ツ
ア
ー
」
に
参
加
す
る
皆

さ
ん
�
１３
日
、
�
Ｃ
Ｅ
Ｓ
に
出
展
し
た
マ
テ
リ
ア

ル
ゲ
ー
ト
の
中
野
佑
紀
社
長
（
右
）
�
１４
日
、
い

ず
れ
も
米
ラ
ス
ベ
ガ
ス

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。
総
合
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
企
業
と
し
て
、
果
た

し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

大
屋
根
リ
ン
グ
を
は
じ

め
、
電
力
館
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
館
「
ノ
モ
の
国
」
と
い
っ

た
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
会

場
全
体
の
電
力
イ
ン
フ
ラ
・

電
気
工
事
を
担
当
し
、
携
帯

基
地
局
の
設
置
な
ど
通
信
環

境
の
構
築
に
も
携
わ
っ
た
。

働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
労

働
時
間
の
短
縮
が
決
め
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
時
は

「
間
に
合
わ
な
い
」
と
危
惧

さ
れ
た
が
、
開
幕
ま
で
に
ほ

ぼ
完
成
を
見
た
。

「
万
博
協
会
と
ゼ
ネ
コ
ン

各
社
が
協
議
し
て
、
工
程
を

調
整
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

振
り
返
っ
た
。

万
博
閉
幕
後
、
中
国
政
府

が
日
本
へ
の
渡
航
を
自
粛
す

る
よ
う
、
国
民
に
呼
び
か
け

た
こ
と
な
ど
で
、
関
西
の
景

気
が
冷
え
込
む
の
で
は
、
と

い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
が

「
万
博
大
成
功
の
勢
い
は
止

ま
り
ま
せ
ん
よ
。
カ
ジ
ノ
を

含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

（
Ｉ
Ｒ
）
の
建
設
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
大
規
模
再
開
発

も
あ
り
、
建
設
業
界
は
、
依

然
と
し
て
人
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
す
」
と
語
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
だ
。
こ

れ
ま
で
、
技
能
五
輪
国
際
大

会
で
金
メ
ダ
ル
１２
個
、
銅
メ

ダ
ル
２
個
を
獲
得
し
て
い

る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
上
を

目
指
す
べ
く
、
現
在
は
兵
庫

県
西
宮
市
に
設
け
て
い
る
基

幹
教
育
施
設
「
き
ん
で
ん
学

園
」
を
２７
年
度
中
に
、
大
阪

府
箕
面
市
に
移
転
、
拡
充
す

る
。
２
月
に
営
業
開
始
す
る

首
都
圏
新
事
業
所
「
き
ん
で

ん
豊
洲
ビ
ル
」
に
は
研
修
・

研
究
施
設
を
設
け
る
。

ま
さ
に
「
人
は
、
重
要
な

経
営
資
源
で
あ
り
財
産
」
と

し
て
、
人
財
に
投
資
を
重
ね

て
き
た
。

座
右
の
銘
は
「
創
意
工

夫
」。「
こ
う
し
た
い
、
と
い

う
意
を
創
り
、
粘
り
強
く
努

力
を
重
ね
て
こ
そ
、
実
現
で

き
る
も
の
で
す
」

（
細
）

記念撮影するグレーターミナミ高校生料理王決定戦に参加した高校生、審査員ら。
後列左から２人目は大商の鳥井信吾会頭、同３人目は遠北光彦グレーターミナミ
推進委員長�１０日、泉大津市

令
和
８
年
度
政
府
予
算
案
に

つ
い
て

高
市
政
権
が
掲
げ
る
「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
過
去
最
大
規

模
の
予
算
が
編
成
さ
れ
た
。

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
等
の
産
業
競

争
力
を
高
め
る
分
野
に
重
点

的
・
戦
略
的
に
予
算
配
分
さ

れ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

の
持
続
的
な
賃
上
げ
の
た

め
、
生
産
性
向
上
等
の
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
。
日
本
の
産
業
全

体
に
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
、

政
府
の
舵
取
り
に
期
待
し
た

い
。一

方
、
北
陸
新
幹
線
の
敦

賀
・
新
大
阪
間
の
延
伸
工
事

に
必
要
な
建
設
費
の
計
上
が

２
年
連
続
で
見
送
ら
れ
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
だ
。
ル
ー

ト
の
科
学
的
な
再
検
証
を
早

急
に
行
い
、
一
日
も
早
い
全

線
開
業
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
以
上
の
円
安
を
抑

え
、
円
へ
の
信
認
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
、
中
長
期
的
な

財
政
の
健
全
化
を
見
据
え
、

ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

徹
底
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

（
１２
月
２６
日
）

金
烏
帽
子
姿
の
今
宮
戎
神

社
の
福
娘
が
７
日
、
大
阪
商

工
会
議
所
を
訪
問
し
た
。

大
商
の
立
野
純
三
副
会
頭

（
右
か
ら
６
人
目
）
に
干
支

の
午
（
う
ま
）
の
色
紙
額
を

手
渡
し
た
後
、「
大
阪
締
め
」

で
会
員
の
商
売
繁
盛
と
大
阪

の
に
ぎ
わ
い
を
祈
願
し
た
。一

年
の
金
融
商
品
の
取
引
を
締
め

く
く
る「
大
納
会
」が
１２
月
３０
日
、
大

阪
取
引
所
（
大
阪
市
）
で
開
か
れ
、

大
阪
商
工
会
議
所
か
ら
鳥
井
信
吾
会

頭
が
出
席
し
た
。
鳥
井
会
頭
は
、
証

券
市
場
の
繁
栄
と
大
阪
経
済
の
発
展

を
願
っ
て
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�
６
９
４

４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
１９
日
、

第
２３
回
常
議
員
会
を
開
き
、
�

会
員
加
入
�
２
０
２
６
年
度
議

員
選
挙
・
選
任
要
項
（
案
）
�

貸
会
議
室
・
国
際
会
議
ホ
ー
ル

使
用
料
規
程
の
一
部
変
更
�
第

３２
回
日
本
医
学
会
総
会
２
０
２

７
市
民
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の

特
別
協
力
、
及
び
出
展
協
賛
の

募
集
�
参
与
委
嘱
の
承
認
�
�

に
つ
い
て
審
議
し
、了
承
し
た
。

ま
た
、
�
議
員
の
就
任
・
辞

任
�
「
２
０
２
６
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
要
望
」
の
実
現
状

況
�
「
２
０
２
６
年
度
中
堅
・

中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
に
関

す
る
要
望
」
の
実
現
状
況
�
Ｄ

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
に
対
す
る
万
博
効
果

と
事
業
進
捗
及
び
ア
ブ
ダ
ビ
連

携
に
よ
る
機
能
強
化
検
討
状
況

�
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｒ

Ｃ
）「
身
近
な
課
題
や
世
界
の
お

困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工
場
が

解
決
し
ま
す
！
」
成
果
報
告
・

共
創
交
流
会
開
催
�
「
鳥
取
県

視
察
会
」
�
�
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
６
０
７
、
団

体
１
０
２
６
、
個
人
７
５
２
４

の
合
計
３
万
２
１
５
７
と
な
っ

た
。メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
検
定
の
団
体
特
別

試
験
制
度
は
、
企
業
な
ど
が

従
業
員
な
ど
を
対
象
に
、
任

意
に
設
定
し
た
日
時
・
場
所

で
同
検
定
試
験
を
実
施
で
き

る
制
度
（
申
し
込
み
人
数
は

１
コ
ー
ス
原
則
１０
人
以

上
）。
同
検
定
は
、
心
の
不
調

の
未
然
防
止
の
た
め
、
職
場

で
の
役
割
に
応
じ
た
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
知
識
や
対

処
方
法
の
習
得
を
目
指
す
も

の
。実

施
コ
ー
ス
は
、
▽
管
理

職
対
象
の
�
種
（
ラ
イ
ン
ケ

ア
コ
ー
ス
）
▽
一
般
社
員
が

対
象
の
�
種
（
セ
ル
フ
ケ
ア

コ
ー
ス
）
の
２
コ
ー
ス
。

【
問
合
せ
】
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
試

験
セ
ン
タ
ー
�
６
９
４
４
・

６
１
４
１

世
界
最
大
級
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
示
会�
Ｃ
Ｅ
Ｓ
�

大
商

中
小
や
新
興
の
出
展
支
援

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

常常
議議
員員
会会
開開
くく

き
ん
で
ん
会
長

ど

い

よ
し

ひ
ろ

土
井

義
宏
氏

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
検
定
団
体
特
別
試
験

▼詳細は
こちら

大阪南部の食の魅力
全国の高校生が発信

第１回グレーターミナミ高校生料理王決定戦

今
宮
戎
神
社
か
ら
福
娘

会
員
の
商
売
繁
盛
祈
願

▼詳細は
こちら

�大阪経済発展を�
鳥井会頭

大納会で打鐘

人財こそ最も重要な経営資源

大阪新年互礼会に約２千人
（２）２０２６年（令和８年）１月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９１



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編主任・係長育成講座＜１＞自己成長編
自ら主体性を発揮し、チームへの貢献力を高める自ら主体性を発揮し、チームへの貢献力を高める自ら主体性を発揮し、チームへの貢献力を高める自ら主体性を発揮し、チームへの貢献力を高める

新人～新人～3年目年目 自立型社員になるための人間力・仕事力自立型社員になるための人間力・仕事力UPUP講座講座新人～3年目 自立型社員になるための人間力・仕事力UP講座新人～3年目 自立型社員になるための人間力・仕事力UP講座
自 立 型 社 員 に な り 必 要 と さ れ る 人 材 に な る ！自 立 型 社 員 に な り 必 要 と さ れ る 人 材 に な る ！自 立 型 社 員 に な り 必 要 と さ れ る 人 材 に な る ！

主 任 ・ 係 長 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 後 輩 指 導 編主 任 ・ 係 長 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 後 輩 指 導 編主 任 ・ 係 長 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 後 輩 指 導 編主 任 ・ 係 長 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 後 輩 指 導 編
部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！

実際の申請用紙や書式例を交えた豊富な演習で学ぶ大人気講座実際の申請用紙や書式例を交えた豊富な演習で学ぶ大人気講座実際の申請用紙や書式例を交えた豊富な演習で学ぶ大人気講座実際の申請用紙や書式例を交えた豊富な演習で学ぶ大人気講座
労働・社会保険実務の基礎講座　実践編・春＜全２回＞労働・社会保険実務の基礎講座　実践編・春＜全２回＞労働・社会保険実務の基礎講座　実践編・春＜全２回＞労働・社会保険実務の基礎講座　実践編・春＜全２回＞

管 理 職 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 改 革 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 改 革 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 改 革 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ １ ＞ 自 己 改 革 編
管理職の役割と基礎を学び、自身のマネジメントスタイルを作り上げる

自立する部下を育てる！時流を捉えた部下育成術を学びます自立する部下を育てる！時流を捉えた部下育成術を学びます自立する部下を育てる！時流を捉えた部下育成術を学びます自立する部下を育てる！時流を捉えた部下育成術を学びます
管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編

カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 対 策 研 修
社員を守り、適切に対応するための知識と心構えを学ぶ！社員を守り、適切に対応するための知識と心構えを学ぶ！社員を守り、適切に対応するための知識と心構えを学ぶ！

ビデオ撮影を通じて「わかる」を「できる」に変え、営業活動の不安を解消するビデオ撮影を通じて「わかる」を「できる」に変え、営業活動の不安を解消するビデオ撮影を通じて「わかる」を「できる」に変え、営業活動の不安を解消するビデオ撮影を通じて「わかる」を「できる」に変え、営業活動の不安を解消する
初めての営業活動～不安なくお客様と対等な関係を築くまで～初めての営業活動～不安なくお客様と対等な関係を築くまで～初めての営業活動～不安なくお客様と対等な関係を築くまで～初めての営業活動～不安なくお客様と対等な関係を築くまで～

大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！

�業務引継マニュアル作成講座
～脱職人気質・脱属人化を徹
底�
「自分とは異なる存在である他

人に情報を伝える」という点に力
点を置き、業務引継マニュアル作
成のステップとポイント、スケジ
ュールの立て方、同僚や先輩の巻
き込み方、効率的な作成方法など
を学ぶ。
受講者にはマニュアル作成の雛

型ファイルもお渡しする。

日 時 ３月６日１３：００～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの森田
圭美人財育成プ
ロデューサー

�１年目社員のための総仕上げ
講座
～１年を総復習し、自ら考え
行動できる社員を目指す�
改めて学びたいビジネスマナー

の疑問や困ったことを洗い出し解
決を図る。また、職場の良好な人

間関係を築き、生産性の高い仕事
を実現するために、「報・連・相」
の重要性と後輩指導、育成のポイ
ントを学ぶ。
日 時 ３月１１日１０：００～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの竹内
真佐子人材育成
プロデューサー

�新入社員基礎講座
～社会人としての意識・マナ
ー・仕事の進め方を半日で習
得�
相良暁・大商副会頭（小野薬品

工業会長ＣＥＯ）が新入社員へ期
待を込めエールを送る。また
SORA―MONの深野愼一社長が
社会人としての役割や心構え、自
立型社員になるための考え方を解
説する。マネジメントサポートの
上田玲子氏が、すぐに役立つ名刺
交換や電話応対などのビジネスマ
ナー、仕事の進め方、コミュニケ
ーションなどのポイントを指導す
る。
対象は新入社員、入社間もない

若手社員の方で、引率者
の聴講も可能。
日 時 ４月２日１３：００

～１７：００

大阪のビジネス街でバー２店舗を
運営するＤｉ－Ｇｌａｓｓｈ（西区、
小出佐智子社長）は、異色の組み合
わせで高い支持を集めている。
肥後橋駅徒歩２分の「ライオンハ

ート」は、グループ客にも人気で和
気あいあいとした集いの空間を、北
浜の「ライオンハートエフ」は、仕
事の疲れを癒す隠れ家的な空間を提
供。２００種類以上の本格ウイスキーや
カクテルを深夜まで楽しめるほか、
「今宵の〆」に本格ネパールカレー
やオリジナルカレーを提供する。
また、昼は限定カレーランチも展

開し、ビジネスパーソンに安らぎと
活力を提供。「上質なＢＡＲ空間」と
「本格的なカレー」を両立する両店
は、多忙な近隣サラリーマンの「夜
のオアシス」としてさらなる飛躍を
目指していく。

マレット（生野区、村山由佳代表
取締役）は、スウェーデンの伝統的
な木製靴であるウッドクロッグを日
本で現代的に再解釈したブランド
「ＵＺＵＣＬＯＧ」を展開している。
大阪市内の工房兼ショップで一足ず
つ手作りしており、自然素材の心地
良さと見た目以上に軽やかな履き心
地が特徴。
村山代表は石油由来の材料や有機

溶剤を極力使わない北欧の伝統的製
法を学び、環境に配慮したサステナ
ブルなものづくりを追求。個性を大
切にする大人の足元に、新しい選択
肢を提案している。現在は、インス
タグラムを中心に工房での日々の様
子やお客様スナップを発信。販路拡
大に向けてテイストがマッチする提
携先やネットでの受注販売にも注力
していく。

大阪商工会議所は、「管理職育
成講座�１�自己改革編」を開
催する。
管理職として変革の時代に自

身が変わるために、今求められ
ている管理職として必要な心構
え・考え方・行動を基礎から学
ぶ。演習・ゲームを主体に、実
践して学びを深める。
受講者からは「メリハリのあ

るわかりやすい
講座」「演習が多
く楽しく学べ
た」と好評の講
座。
講師は、ビジ

ョナリ
ーソリューションズの
葉田勉代表。５月１５日
午前１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「主任・係
長育成講座�１�自己成長編」
を開催する。
同講座ではチーム運営並びに

実務の要となる主任・係長（入
社８～１３年目社員）を対象に、
リーダーとして、今後のキャリ
アプランを考えるとともに、自
身に対しての周りの期待を考
え、求められる役割、責任、立
ち居振る舞い、必要な能力につ

いて理解しても
らう。また組織
を一体化し、組
織の実行力を高
める仕事の進め
方を伝授する。
講師は、ＣＤ

Ｍの伊東廣賀代表。４
月２２日午前１０時～午後
５時。

葉田勉氏

伊東廣賀氏

大阪商工会議所は、「管理職育
成講座�２�部下育成編」を開
催する。
管理職として、多様な考え方

や価値観の部下をどのように巻
き込み成果を出させるのか、職
場の改善をどのようにすればよ
いのか、時流を捉えた部下指導
の方法を学ぶ。演習・ゲームを

主体に、実践して学びを深める。
受講者からは「講師の現場で

の経験談もあり具体的だった」
「現状の問題に適応した内容だ
った」と好評の講座。
講師は、ビジョナリ

ーソリューションズの
葉田勉代表。５月２２日
午前１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「新人～３
年目自立型社員になるための人
間力・仕事力ＵＰ講座」を開催
する。
同講座では、報・連・相は大

前提としつつも、能動的に考え、
行動し、結果を残せる人材とな
るための意識喚起と基礎力養成
を図る。受講者全員のタイプを
診断し、分析結果を返却する。
この分析結果から、今後、自社

で発揮できる自
分の強みを知る
ことができる。
講師は、マー

ブルイノベーシ
ョンの松尾久美
子代表取締役。

５月１２日午前１０時～午
後５時。

松尾久美子氏

大阪商工会議所は、「カスタマ
ーハラスメント対策研修」を開
催する。
カスタマーハラスメントによ

る従業員の負担やメンタルヘル
ス不調が後を絶たない中、大切
な従業員を守るためには管理者
・管理職のカスタマーハラスメ
ントへの正しい知識の習得と適
切な対応が不可欠である。
カスタマーハラスメントの発

生メカニズムや
クレームの見極
め、対応方法や
メンタルケアな
ど、様々な視点
から学ぶ。
講師は、やま

だ研修企画の山田容子
代表取締役。５月１８日
午後１～５時。

大阪商工会議所は、「主任・係
長育成講座�２�後輩指導編」
を開催する。
同講座ではチーム運営ならび

に実務の要となる主任・係長
（入社８～１３年目社員）を対象
に、チームリーダーとして組織
を一体化し、部下・後輩と良好
な関係を作り、指導するために

必要なスキル、知識について学
ぶ。そして、問題発見・課題解
決アプローチ、業務改善アプロ
ーチ手法を学び、自社、自チー
ムの改善点について具体的に考
える。
講師は、ＣＤＭの伊

東廣賀代表。５月１３日
午前１０時～午後５時。

山田容子氏

企
業
の
成
長
に
と
っ
て
、
優

秀
な
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
も

大
切
だ
が
、
自
社
の
人
材
を
育

て
て
い
く
こ
と
も
不
可
欠
。
大

阪
商
工
会
議
所
の
研
修
を
上
手

に
活
用
し
人
材
育
成
を
行
っ
て

い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

◇

プ
ロ
ア
シ
ス
ト
（
大
阪
市
）

は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
を
行
う

従
業
員
約
１
９
０
人
の
企
業
。

社
員
が
一
人
前
に
な
り
伸
び
伸

び
と
や
り
た
い
仕
事
に
取
り
組

む
た
め
に
は
、
基
本
と
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が
不
可
欠
と
考

え
、
毎
年
４
月
、
新
入
社
員
は

大
商
の
「
新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
２
日
間
【
徹
底
】
講
座
」

を
受
講
し
て
い
る
。

担
当
の
櫻
田
真
里
亜
氏
が
新

入
社
員
の
当
時
、
外
部
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
を
学
ん
だ
際

に
駆
け
足
感
が
あ
っ
た
た
め
、

選
ぶ
立
場
と
な
っ
た
今
、
し
っ

か
り
と
学
べ
る
２
日
間
の
講
座

を
選
択
し
て
い
る
。
他
社
の
新

入
社
員
と
交
流
で
き
る
人
数
規

模
感
や
、
会
社
と
大
商
の
距
離

が
近
く
研
修
後
す
ぐ
に
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
立
地
面
も

気
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

参
加
し
た
新
入
社
員
は
「
昼

休
憩
や
研
修
終
了
後
に
も
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
で
交
流
が
生
ま

れ
る
く
ら
い
仲
良
く
な
っ
た
」

と
話
し
、
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
員
が
「
満
足
」
と
回

答
し
た
。

今
後
も
新
入
社
員
を
中
心
に

大
商
の
研
修
を
利
用
し
、
人
材

育
成
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援

担
当
�
６
９
４
４
・
６
４
２
１

大阪商工会議所は、「初めての
営業活動～不安なくお客様と対
等な関係を築くまで～」を開催
する。
新入社員・営業初心者の方を

対象に、自信を持って営業活動
ができるようになることを目的
とした講座。
営業の流れを５ステップに分

類し、ステップごとに講義から

理解につなげ、
動画撮影で実践
確認する流れで
丁寧に学ぶ。
講師は、営業

会議の野口明美
代表取

締役。５月１９日午前１０
時～午後５時。

大阪商工会議所は、「労働・社
会保険実務の基礎講座 実践編
・春」を開催する。
同講座では、採用から退職ま

での諸手続き、異動や変更時の
対応、各保険料の徴収事務、給
付の申請など、担当者が年間を
通じて行う業務を最新の法改正
に即し、書式例を参考に実務を

習得する。
講師は、升谷

社労士事務所の
升谷浩樹所長。
５月１４、２１日
の全２
回。両

日とも午後１～５時。
オンライン受講可。

１
９
９
４
年
に
創
業
。
画
像
処
理
・
組
み
込

み
開
発
技
術
を
核
に
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
の
設

計
開
発
か
ら
評
価
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、
企

業
の
Ｄ
Ｘ
に
貢
献
し
て
い
る
。

野口明美氏

升谷浩樹氏

多様なウイスキー、カクテル、カレ
ー、その他メニューも豊富

受講企業の

４

声

プロアシスト
総務人事部 総務課
櫻田 真里亜 氏

北欧の伝統靴・ウッドクロッグの魅
力を大阪の工房から発信

▼年間の
研修
一覧

４、５月開催の講座・研修
都会のオアシスで出会う、至高の�Ｂ
ＡＲ×ＣＵＲＲＹ�ライオンハート

手仕事と自然が生む靴�木製ウッド
クロッグ専門工房�マレット�

人
財
を
育
て
る

じっくり新入社員を研修

２０２６年（令和８年）１月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９１（３）
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部　会
大商会員限定

大商検定試験

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

９
日
、「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
海
外

技
術
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

会
」
を
開
く
。

こ
れ
は
、
海
外
の
企
業
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
技
術
シ

ー
ズ
を
発
表
し
、
そ
れ
を
活

用
し
た
い
中
堅
・
中
小
企
業

か
ら
の
事
業
提
案
を
募
り
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
も
の
。

今
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

X
vision

A
I

社
と
イ
タ

リ
ア
のT

A
K
E
O
V
E

R
R
ILIEV

I
IN
T

EG
R
A
T
I
S.R
.L.

社

の
２
社
が
登
壇
す
る
。

X
vision

A
I

社
は
エ

ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
け
る
視
覚
認
識
・
物
体

認
識
技
術
や
Ｖ
２
Ｘ
と
産
業

用
通
信
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
な
ど
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
技
術
を
、T

A
K
E
O
V
ER
.

社
は
ド
ロ

ー
ン
点
検
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
マ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
高
度

な
計
測
計
測
技
術
と
ド
ロ
ー

ン
制
御
技
術
な
ど
を
紹
介
す

る
。午

後
３
時
〜
４
時
３０
分
、

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
）
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
法
務
・
総
務
担
当
者
の

研
鑽
な
ど
を
目
的
と
し
た
研

究
会
「
法
律
懇
話
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
６
年
度
の
例
会
の
概

要
を
発
表
し
た
。

各
分
野
の
第
一
人
者
で
あ

る
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
る

講
義
に
加
え
、
出
席
者
同
士

の
情
報
交
換
会
や
交
流
会
の

機
会
を
設
け
、
例
年
、
多
数

の
企
業
法
務
・
総
務
関
係
者

が
参
加
し
て
い
る
。

２６
年
度
の
講
座
で
は
、
株

主
総
会
対
応
や
取
引
適
正
化

法（
改
正
下
請
法
）と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
加
え
、会
社
法
、コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

金
融
商
品
取
引
法
、
独
占
禁

止
法
な
ど
の
最
新
動
向
や
労

働
問
題
ま
で
、
企
業
法
務
実

務
に
直
結
す
る
幅
広
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

４
月
開
講
、
全
１６
講
座
、

各
回
２
時
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン

併
催
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

◆食料部会
日 時 ２月１８日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「阪神百貨店１階食

祭テラス 食を通じた日
本一の新感覚イベントス
ペースを目指して」阪急
阪神百貨店阪神梅田本店
フード営業統括部フード
催事部の瓜生友幸氏

議題� 交流会と名刺交換会
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆繊維部会
講演は「大阪ファッション産業

振興フォーラム第２２回例会」とし
て開催する。一般参加可能。
日 時 ２月２０日１５：００～１６：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「繊維産業のサステ

ナブル対応をはじめとし
た繊維産業政策の方向性
（仮題）」経済産業省製造
産業局生活製品課の渡邉
宏和課長

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４９３

◆マテリアル部会
日 時 ２月２４日１３：３０～１５：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演�「調整中」太洋マ

シナリーの渡辺兼三代表
取締役
講演�「わが社の１００億宣
言」三栄金属製作所の文
敬作会長

問合せ 産業・技術振興担当
�６９４４・６３００

◆機械部会
日 時 ２月２５日１０：００～１１：４５
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（１人）の補欠

選任
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「人材こそ最大の資

本�中小製造業の人的資
本経営の成功事例」御津
電子の人見雄一代表取締
役

問合せ 産業・技術振興担当
�６９４４・６３００

◆貿易部会
日 時 ２月２６日１４：００～１５：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� 常任委員会開催報告

２０２５年度事業進捗報告
２０２６年度事業計画（案）

議題� 講演「トランプ２．０時代の
新たな地政学トレンドと
企業の対応」オウルズコ
ンサルティンググループ
の羽生田慶介代表取締役
ＣＥＯ

問合せ 国際部�６９４４・６４１１
◆化学・エネルギー部会
日 時 ２月２７日１５：３０～１７：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（１人）の補欠

選任
議題� 正副部会長の選任、常任

委員の委嘱
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）

議題� 講演「トランプ２．０を中心
とした国際情勢と日本の
エネルギー戦略」一般財
団法人日本エネルギー経
済研究所の久谷一朗研究
理事

問合せ ライフサイエンス振興担
当�６９４４・６４８４

◆生活用品部会
日 時 ３月２日１４：００～１５：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「ＡＩ時代のビジネ

ス戦略（仮題）」ＳＨＩＦ
Ｔ ＡＩの法人事業本部
の武藤崇雄本部長

議題� 交流会
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆運輸部会
日 時 ３月２日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� 常任委員の委嘱
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「関西の観光・交通

・物流政策について（仮
題）」服部真樹・近畿運輸
局長

議題� 交流会
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆紙・印刷部会
日 時 ３月２日１６：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「『印刷業』から『情

報加工業』へのビジネス
モデル転換～情報加工ノ
ウハウを武器に新価値を
創造（仮題）」ニシカワの
西川誠一社長

議題� 交流会（１７：００～１７：４０）
問合せ 企画広報室�６９４４・６３０４
◆サービス産業部会
日 時 ３月４日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２０２５年度事業進捗報告
議題� ２０２６年度事業計画（案）
議題� 講演「時代とともに、未

来へ向かう百貨店の挑戦
～大丸心斎橋店の３００年
の歴史が示す変化と普
遍」J.フロントリテイリ
ングの好本達也取締役

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４４０

◆メンタルヘルス・マネジメント
検定�、�種
試験日 ３月１５日
申込み ２月５日まで（コンビニ

店頭決済は２月１日ま
で）

受講料 �種（ラインケアコース）
７，４８０円
�種（セルフケアコース）
５，２８０円

問合せ メンタルヘルス・マネジ
メント検定試験センター
�６９４４・６１４１

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

２４
日
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と

の
共
催
で
、
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
の
新
規
事
業
案
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
提
示
し
、
大
商
の

会
員
か
ら
解
決
策
の
提
案
を

受
け
付
け
る
「
大
和
ハ
ウ
ス

グ
ル
ー
プ
×
大
阪
商
工
会
議

所
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
２
０
２

６
」
を
開
く
。

こ
れ
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
の
社
内
起
業
制
度
で
審
査

を
通
過
し
た
事
業
案
に
対

し
、
大
商
の
会
員
と
の
協
業

に
よ
っ
て
双
方
の
事
業
成
長

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
。
８
件
の
事
業
案
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

担
当
者
と
の
交
流
会
も
開

く
。午

後
２
時
〜
５
時
３０
分
、

大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
み
ら

い
価
値
共
創
共
創
セ
ン
タ
ー

「
コ
ト
ク
リ
エ
」
（
奈
良
市
）

で
。
希
望
者
に
は
午
後
１
時

か
ら
コ
ト
ク
リ
エ
の
施
設
見

学
会
も
あ
わ
せ
て
実
施
す

る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１１
日
、
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
「
み
ち
び
き
」
を
含
む
、

測
位
衛
星
の
利
活
用
の
推
進

に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
内
閣

府
と
共
催
で
開
く
。

こ
れ
は
、
衛
星
分
野
へ
の

新
規
参
入
企
業
の
増
加
に
向

け
、
内
閣
府
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
の
一
環
と
し
て
行
う
も

の
で
、
大
阪
で
は
初
開
催
。

み
ち
び
き
は
現
在
５
機
体

制
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
２

０
２
５
年
度
中
の
７
機
体
制

の
構
築
に
向
け
て
、
開
発
・

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

整
備
が
進
む
こ
と
で
、
よ
り

安
定
し
た
精
度
で
の
測
位
が

可
能
に
な
り
、
航
空
・
宇
宙

分
野
を
は
じ
め
自
動
運
転
や

農
業
、
防
災
分
野
な
ど
に
お

け
る
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

活
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
内
閣

府
の
担
当
者
ら
が
登
壇
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
活
用
の
先
進
事
例

や
み
ち
び
き
の
最
新
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
午
後
２
〜
５
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
先
進
的
な
研
究
・
開
発

体
制
や
新
規
事
業
・
技
術
開

発
に
お
け
る
人
材
育
成
手
法

な
ど
を
学
ぶ
「
技
術
・
事
業

開
発
研
究
会
」
を
開
催
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２

６
年
度
の
上
半
期
に
実
施
す

る
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。同

研
究
会
は
、
年
１０
回
の

例
会
と
企
業
見
学
会
、
参
加

者
同
士
の
交
流
会
を
予
定
し

て
い
る
。

上
半
期
は
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
の
変
革
を

め
ざ
す
三
菱
電
機
が
研
究
開

発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

表
す
る
ほ
か
、
キ
ヤ
ノ
ン
、

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
、
京
セ

ラ
、
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
登
壇
予
定
で
、
産

業
機
器
・
セ
メ
ン
ト
・
食
品

メ
ー
カ
ー
の
研
究
開
発
手
法

や
デ
ザ
イ
ン
戦
略
・
人
材
育

成
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
上
げ
る
。
下
半
期
も
様
々

な
業
界
か
ら
講
師
を
選
定
す

る
予
定
。
各
回
と
も
午
後
３

時
３０
分
〜
５
時
、
大
商
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
。
１
社
あ
た
り

各
回
２
人
ま
で
受
講
が
可

能
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度

の
例
会
の
概
要
を
発
表
し

た
。２

０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
暖
化
ガ

ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
）
達
成
に

向
け
て
国
内
外
の
情
勢
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、

脱
炭
素
分
野
の
先
進
企
業
や

第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者

な
ど
を
招
い
て
、
年
６
回
の

例
会
を
開
く
。

２６
年
度
は
国
内
外
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ぐ

る
最
新
動
向
に
つ
い
て
解
説

す
る
ほ
か
、二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２

）の
固
定
・
再
資
源
化
の

技
術
開
発
に
取
り
組
む
住
友

大
阪
セ
メ
ン
ト
な
ど
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業

の
事
例
を
紹
介
す
る
。ま
た
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
現
場
の
見
学
会
も
実
施

す
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
回
最

先
端
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
参
考
に

な
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

３
日
、
大
阪
府
と
共
催
で
、

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

情
報
発
信
セ
ミ
ナ
ー
〜
万
博

を
機
に
加
速
す
る
！

カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
最
新
事

情
」
を
開
く
。

基
調
講
演
で
は
、
公
益
財

団
法
人
地
球
環
境
産
業
技
術

研
究
機
構
の
シ
ス
テ
ム
研
究

グ
ル
ー
プ
の
佐
野
史
典
主
任

研
究
員
が
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
た
展
望
を
解
説
す
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
「
大

阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン
」
や
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ

イ
フ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
に
出
展

し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
エ
ナ

ジ
ー
・
リ
サ
ー
チ
、
ミ
ラ
イ

ト
・
ワ
ン
、
第
一
精
工
舎
、

タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
が
、
自
社

技
術
の
社
会
実
装
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
事
例
発
表

す
る
。
午
後
２
時
〜
４
時
２０

分
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
月

１７
日
、「
中
小
企
業
の
防
災
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
〜
災
害
に

負
け
な
い
会
社
の
つ
く
り

方
」
を
開
く
。

近
年
、
各
地
で
頻
発
す
る

大
規
模
災
害
は
企
業
の
事
業

活
動
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

最
近
の
大
規
模
災
害
に
お

け
る
企
業
の
被
害
状
況
や
大

阪
府
の
地
震
や
水
害
な
ど
の

危
険
地
域
と
そ
れ
に
伴
う
被

害
想
定
に
つ
い
て
解
説
す

る
。災

害
発
生
時
に
も
事
業
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
「
事
業

継
続
力
強
化
計
画
」
や
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）」の

策
定
の
メ
リ
ッ
ト
も
説
明
。

講
師
は
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
本
部
の
寺

下
裕
之
氏
。午
後
３
〜
５
時
、

損
保
ジ
ャ
パ
ン
大
阪
ビ
ル

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
共
済
事
業
室
�

６
９
４
４
・
６
３
５
２

大
阪
商
工
会
議
所
と
独
立

行
政
法
人
大
阪
市
博
物
館
機

構
は
、
大
阪
が
育
ん
だ
文
化

・
風
土
の
す
ば
ら
し
さ
を
発

掘
・
発
信
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ク
イ

ズ
「
な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪

チ
ャ
レ
ン
ジ
ｖ
ｏ
ｌ
�
１０
」

（
期
間
�
２
月
２
日
〜
３
月

８
日
）
を
実
施
す
る
。

ク
イ
ズ
を
解
く
こ
と
で
、

大
阪
の
歴
史
や
地
理
な
ど
を

楽
し
く
学
べ
る
う
え
、
参
加

者
に
は
、
抽
選
で
当
た
る
豪

華
特
典
（
ク
ル
ー
ズ
招
待
券

な
ど
）
を
累
計
８４
人
に
提
供

す
る
。
結
果
発
表
画
面
の
提

示
で
大
阪
府
内
の
文
化
・
教

育
施
設
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
４０
施
設
の
割
引
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
。

同
ク
イ
ズ
は
、
２３
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

は
３
回
実
施
す
る
。
初
回
の

ｖ
ｏ
ｌ
�
８
は
大
阪
・
関
西

万
博
の
会
期
と
連
動
し
、
全

国
４７
都
道
府
県
か
ら
、
の
べ

３
万
７
８
２
９
人
、
前
回
の

ｖ
ｏ
ｌ
�
９
は
、
５
週
間
で

の
べ
２
３
２
６
人
が
参
加
し

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
老
舗
企
業
が
守
り
抜

い
て
き
た
伝
統
や
、
時
代
に

沿
っ
た
変
化
を
遂
げ
今
に
至

る
姿
を
、
歴
代
経
営
者
の
志

や
挑
戦
の
歴
史
と
と
も
に
紹

介
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。

１
月
１６
日
か
ら
は
、
２
０

２
５
年
に
創
業
２
２
０
年
を

迎
え
た
大
阪
を
代
表
す
る
老

舗
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
あ
み
だ

池
大
黒
」
を
展
示
。
１
８
０

５
（
文
化
２
）
年
の
創
業
以

来
、
伝
統
の
お
こ
し
づ
く
り

を
守
り
な
が
ら
、
戦
後
の
経

営
危
機
を
乗
り
越
え
、
若
い

世
代
に
も
支
持
さ
れ
る
商
品

開
発
に
取
り
組
む
な
ど
、
新

た
な
価
値
創
造
に
果
敢
に
挑

戦
す
る
同
社
の
歩
み
を
紹

介
。会
期
は
４
月
１７
日
ま
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
の
初
代

会
頭
を
務
め
た
五
代
友
厚
が

誕
生
し
て
今
年
で
１
９
０

年
。
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
大
阪
取
引
所
の
Ｏ
Ｓ

Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
五
代
の

誕
生
日
２
月
１２
日
を
挟
ん
だ

２
月
１０
、
１２
、
１３
日
、「
五
代

友
厚
生
誕
１
９
０
年
記
念
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
く
。

両
施
設
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
た
個
人
の
来
場
者
（
両
施

設
と
も
毎
日
先
着
３０
人
）
に

記
念
品
と
し
て
「
五
代
友
厚

マ
ー
ク
入
り
ミ
ラ
ー
付
き
エ

チ
ケ
ッ
ト
ブ
ラ
シ
」を
進
呈
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
３
月
２

日
、「
親
族
内
承
継
を�
円
満
�

に
進
め
る
た
め
の
事
業
承
継

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

講
師
は
２
０
２
５
年
日
本

一
売
れ
た
相
続
本
の
著
者
の

円
満
相
続
税
理
士
法
人
の
橘

慶
太
統
括
代
表
社
員
税
理

士
。「
表
面
的
な
相
続
対
策
だ

け
で
は
事
業
は
引
き
継
げ
な

い
―
税
理
士
と
し
て
見
て
き

た
�
承
継
ト
ラ
ブ
ル
�
の
解

決
策
―
」
に
つ
い
て
講
演
す

る
。ま

た
、
主
催
者
が
「
公
的

支
援
機
関
と
と
も
に
進
め
る

事
業
承
継
―
親
族
内
承
継
・

第
三
者
承
継
の
選
択
肢
と
支

援
の
使
い
方
」
を
説
明
。

午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
事
業
承
継
・
再

生
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・

６
２
５
７

独
占
禁
止
法
第
１
条
に
は

同
法
の
３
大
特
徴
「
�
私
的

独
占
の
禁
止
�
不
当
な
取
引

制
限
の
禁
止
�
不
公
正
な
取

引
方
法
の
禁
止
」
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
前
回
述
べ

た
。
今
回
は
�
不
当
な
取
引

制
限
の
禁
止
に
つ
い
て
述
べ

る
。同

法
第
２
条
第
６
項
に
は

次
の
条
文
が
あ
る
。「
こ
の
法

律
に
お
い
て
『
不
当
な
取
引

制
限
』
と
は
、
事
業
者
が
、

契
約
、
協
定
そ
の
他
何
ら
の

名
義
を
も
つ
て
す
る
か
を
問

わ
ず
、
他
の
事
業
者
と
共
同

し
て
対
価
を
決
定
し
、
維
持

し
、
若
し
く
は
引
き
上
げ
、

又
は
数
量
、
技
術
、
製
品
、

設
備
若
し
く
は
取
引
の

相
手
方
を
制
限
す
る
等

相
互
に
そ
の
事
業
活
動

を
拘
束
し
、
又
は
遂
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
の
利
益
に
反
し
て
、
一
定

の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争

を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と

を
い
う
」。我
が
国
の
経
済
は

自
由
競
争
に
お
い
て
、
事
業

者
が
コ
ス
ト
を
計
算
し
な
が

ら
、
か
つ
市
場
の
状
況
を
判

断
し
な
が
ら
、
ま
た
は
世
界

経
済
の
中
に
お
い
て
自
ら
の

立
ち
位
置
を
決
め
な
が
ら
商

品
価
格
を
決
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
価
格
決
定
し
た
価

格
を
維
持
し
、
あ
る
い
は

個
々
の
事
業
者
の
都
合
に
よ

り
価
格
の
上
下
を
し
な
が

ら
、
消
費
者
お
よ
び
公
共
の

利
益
を
得
る
こ
と
が
制
度
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
の
法
律
の
規
定
は
要
す

る
に
、
業
界
の
大
手
が
他
の

事
業
者
と
共
同
し
市
場
を
寡

占
状
態
に
す
る
と
か
、
価
格

を
思
う
よ
う
に
操
作
し
て
自

ら
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
消
費
者
の
利
益
を

損
な
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
公

共
の
利
益
を
阻
害
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
。
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「株主総会Ｑ＆Ａ」
追手門学院大学法学部教授
京都大学名誉教授 前田 雅弘 氏
弁護士法人 第一法律事務所

弁護士 村中 徹 氏

「本年の株主総会の直前準備と対応」
弁護士法人 第一法律事務所

弁護士 村中 徹 氏
※講演終了後、情報交換会を予定
（テーマ：本年の株主総会運営につい
て）

「会社法改正を見据えた最新動向と今
後の課題（仮題）」
関西大学法科大学院

教授 北村 雅史 氏

「コーポレート・ガバナンスコード改
訂について（仮題）」
京都大学大学院法学研究科

教授 山下 徹哉 氏

「取適法（改正下請法）に関する最新
動向（仮題）」
関西大学法学部 教授 笠原 宏 氏

※講演終了後、交流会を予定

日程

第１回
４月１０日

第２回
４月２７日

第３回
５月２２日

第４回
７月１０日

第５回
７月２３日

第６回
８月４日

�１００�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

豪
と
伊
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
登
壇

最
新
事
情
と
事
例
発
表

２
月
９
日

海
外
技
術
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
会

▼詳細は
こちら

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

▼詳細は
こちら

公共の利益の阻害を禁止

大
和
ハ
ウ
ス
か
ら
大
商
会
員
に

中
小
企
業
の
防
災
を
考
え
る

新
規
事
業
案
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
提
示

独占禁止法�

災
害
に
負
け
な
い
会
社
の
作
り
方

▼詳細は
こちら

測
位
衛
星
の
利
活
用
推
進
へ

内
閣
府
と
大
商
が
共
催
で
セ
ミ
ナ
ー

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

最
新
の
法
務
テ
ー
マ
を
解
説

▼詳細は
こちら

２
０
２
６
年
度

法
律
懇
話
会

技
術
・
事
業
開
発
手
法
を
学
ぶ

�詳細は
こちら

年
１０
回
の
例
会
、見
学
会
、交
流
会

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

老
舗
の
伝
統
と
革
新

脱
炭
素
分
野
の
先
進
事
例
紹
介

�
あ
み
だ
池
大
黒
�を
展
示

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

検定試験の最新
情報はこちらから

五
代
友
厚
生
誕
１９０
年
記
念

２
月
１０
、１２
、１３
日

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▼詳細は
こちら

�
円
満
�な
親
族
内
承
継
へ

相
続
専
門
税
理
士
が
講
演

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
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をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
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解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
チ
ャ
レ
ン
ジ

ｖ
ｏ
ｌ
�１０

２
月
２
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

部会の最新情報
はこちらから

（４）２０２６年（令和８年）１月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９１



「
万
博
商
談
も
ず
や
ん
モ

ー
ル
」
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
で
来
阪
す
る
海
外
の
企
業

や
団
体
が
商
談
先
と
な
る
大

阪
府
内
中
小
企
業
な
ど
を
検

索
す
る
サ
イ
ト
。
２
０
２
３

年
６
月
に
大
商
と
大
阪
府
が

連
携
し
て
開
設
し
た
。
２５
年

１０
月
２４
日
時
点
で
、
１３
カ
国

３１
件
の
商
談
が
成
約
し
て
い

る
。Ｄ

ｏ
ｕ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｄ
ｏ
ｏ

ｒ
ｓ
（
大
阪
市
）
の
高
橋
啓

輔
代
表
取
締
役
も
、
も
ず
や

ん
モ
ー
ル
に
登
録
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
万
博
に
出
展
す

る
４
カ
国
と
成
約
し
た
。
同

社
は
「
地
域
も
、
都
会
も
、

豊
か
な
暮
ら
し
に
。」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
食
品
の
輸
出
入

事
業
、
商
業
施
設
で
の
飲
食

事
業
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
を
展
開

し
て
い
る
。

取
引
先
の
船
会
社
か
ら

「
万
博
に
出
展
す
る
国
で
、

日
本
に
取
引
先
が
な
い
国
が

輸
入
で
き
な
く
て
困
っ
て
い

る
。
も
ず
や
ん
モ
ー
ル
に
登

録
す
る
と
情
報
が
聞
け
る
ら

し
い
」
と
話
が
あ
っ
た
。「
万

博
で
仕
事
が
で
き
た
ら
」
と

２４
年
６
月
、
も
ず
や
ん
モ
ー

ル
に
登
録
し
た
。

す
ぐ
に
ブ
ル
ン
ジ
か
ら
コ

ー
ヒ
ー
豆
の
輸
入
の
仕
事
を

も
ら
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
生

豆
で
輸
入
し
、
日
本
の
協
力

会
社
で
焙
煎
し
、
万
博
の
パ

ビ
リ
オ
ン
に
納
品
す
る
と
い

う
も
の
だ
。
次
に
ジ
ン
バ
ブ

エ
か
ら
雑
貨
の
輸
入
の
話
が

あ
っ
た
。
な
か
に
は
３
０
０

�
も
あ
る
木
造
の
彫
刻
も
あ

り
、
驚
い
た
。
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
か
ら
も
ド
ラ
イ
ア
プ
リ
コ

ッ
ト
、
は
ち
み
つ
の
輸
入
、

納
品
の
依
頼
を
受
け
た
。
最

後
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
話
が

あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
、
デ
ー
ツ
、

お
菓
子
の
マ
ム
ー
ル
の
輸
入

を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

万
博
後
も
ブ
ル
ン
ジ
と
取

引
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
、

同
社
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
デ
ザ

ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す

る
ほ
か
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
で
も

コ
ー
ヒ
ー
を
扱
う
。
ヨ
ル
ダ

ン
も
関
西
で
カ
フ
ェ
を
展
開

し
た
い
意
向
が
あ
る
よ
う

で
、
商
品
の
輸
入
を
協
力
す

る
見
込
み
だ
。

「
課
題
は
？
」
と
問
わ
れ

れ
ば
、物
流
経
費
だ
と
い
う
。

注
文
が
あ
っ
て
も
あ
る
程
度

の
ロ
ッ
ト
数
が
な
い
と
、
輸

送
費
が
か
さ
み
利
益
を
出
す

の
が
難
し
い
。
こ
れ
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
。

大阪商工会議所は、２０２５年大阪・関西万博開催のチャンスを活かした様々な関連事
業を推進した。関連事業で大商と連携した方々に万博を振り返っていただくとともに、
今後の展望を聞いた。

万博商談もずやんモール
https���www.expo�mozuyanmall.jp�

シェイプ・ニューワールド・イニシアティブ
https���www.shapenewworld.com�

ＫＯＴＲＡ（大韓貿易投資振興公社）
https���kotra.or.jp�

◆紹介する事業などの詳細はこちら

大阪まちごと万博共創プラットフォーム
https���machigotoexpo.jp�

「くうぞ、万博。」プロジェクト
https���www.osaka.cci.or.jp�area�food�

Double Doorsはブルンジパビリオンか
ら依頼を受け、コーヒー豆を輸入し納品し
た�大阪・関西万博会場のブルンジパビリ
オン

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
に
お
い
て

「
一
般
社
団
法
人
シ
ェ
イ
プ

・
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ（
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
）」

が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

公
益
社
団
法
人
２
０
２
５
年

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
と
連

携
し
て
支
援
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
は
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
傘
下
の
若
者
団

体
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ェ
イ

パ
ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大

阪
ハ
ブ
」
で
イ
ン
パ
ク
ト
・

オ
フ
ィ
サ
ー
を
務
め
る
佐
久

間
洋
司
氏
（
大
阪
大
学
社
会

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
特
任
研
究
員
、
２
０

２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
大

阪
パ
ビ
リ
オ
ン
推
進
委
員
会

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
ら
が
立
ち

上
げ
た
も
の
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
対
話
に

よ
る
解
決
策
を
探
る
取
り
組

み
「
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク
」
で

設
定
さ
れ
た
「
未
来
へ
の
文

化
共
創
」「
食
と
暮
ら
し
の

未
来
」
な
ど
の
地
球
規
模
の

８
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
い
、

万
博
会
場
内
で
課
題
解
決

に
向
け
た
行
動
計
画
を
発

表
す
る
と
い
う
も
の
。
Ｓ

Ｎ
Ｗ
Ｉ
は
、
８
つ
の
テ
ー

マ
に
「
次
世
代
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の
切
り
口

で
横
串
を
通
し
、
世
界
か

ら
１
２
０
人
の
若
者
を
招

い
て
、
２５
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
実
施
し
た
。

佐
久
間
氏
は
、
未
来
を

主
体
的
に
選
択
す
る
と
い

う
姿
勢
で
２
０
５
０
年
の

未
来
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
定
し
、
現
代
か
ら
未
来

に
至
る
道
筋
を
バ
ッ
ク
キ

ャ
ス
ト
し
て
解
決
策
を
描

い
て
き
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
未
来
は
予

測
す
る
も
の
で
も
待
つ
も

の
で
も
な
い
。
未
来
世
代

の
こ
と
ま
で
想
像
し
て
主

体
的
に
未
来
を
実
現
し
て
い

く
姿
勢
が
重
要
だ
と
実
感
し

た
と
い
う
。
万
博
を
機
に
多

く
の
人
々
が
自
分
た
ち
で
未

来
を
形
作
る
と
い
う
動
き
が

で
き
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
た
と
振
り
返
る
。

万
博
の
閉
幕
日
の
１０
月
１３

日
に
開
か
れ
た
「
大
阪
・
関

西
万
博
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
、
佐
久
間
氏
が
登
壇
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
発

表
し
た
。

今
後
は
、
調
査
研
究
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
の
書
籍

化
を
目
指
す
ほ
か
、
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
の
配
信
も
検
討
し

て
い
る
。
対
話
の
場
を
少
な

く
と
も
４
年
間
継
続
し
て
い

き
た
い
と
話
す
。

万
博
会
場
外
も
含
め
た
大

阪
の
魅
力
を
発
信
し
、
都
市

ブ
ラ
ン
ド
と
国
際
競
争
力
を

強
化
す
る
た
め
に
２
０
２
４

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

「
大
阪
ま
ち
ご
と
万
博
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
構
成

団
体
�
大
阪
商
工
会
議
所
な

ど
）。この

活
動
を
協
働
し
た
の

が
、
一
般
社
団
法
人
ｄ
ｅ
ｍ

ｏ
ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
デ
モ
エ
キ
ス

ポ
、
大
阪
市
）。
今
村
治
世
氏

（
三
菱
総
合
研
究
所
万
博
推

進
室
長
）
は
理
事
・
副
代
表

を
務
め
る
。
デ
モ
エ
キ
ス
ポ

は
、
万
博
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
思
い
に
共
感
し
た
ク

リ
エ
イ
タ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
っ
た

様
々
な
立
場
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
た
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
。「
デ
モ
エ
キ
ス

ポ
は
２
０
１
８
年
の
万
博
誘

致
の
と
き
か
ら
活
動
し
て
お

り
、
た
ぶ
ん
日
本
で
一
番
熱

心
に
万
博
に
取
り
組
ん
だ
チ

ー
ム
の
一
つ
」
と
話
す
。

活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
２

つ
。
１
つ
目
は
、
ま
ち
を
使

う
こ
と
。
大
阪
で
開
く
万
博

は
一
過
性
で
は
な
い
も
の
が

よ
い
と
考
え
た
。
会
場
と
ま

ち
の
両
方
が
盛
り
上
が
る
べ

き
と
の
思
い
で
、
２３
年
４
月

に
「
ま
ち
ご
と
万
博
」
を
提

唱
し
、
ま
ち
の
実
験
を
す
る

チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
始
め

た
。２

つ
目
は
、
人
を
中
心
に

す
る
こ
と
。
様
々
な
地
域
の

企
業
や
行
政
な
ど
の
お
も
し

ろ
い
人
々
と
仕
事
を
し
て
き

た
。
２５
年
４
月
、「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

酒
場
本
店
」を
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
ち
で
海
外
各
国
や
企
業
、

地
域
と
の
連
携
を
推
進
し

た
。
５
月
に
開
い
た
万
博
海

外
ス
タ
ッ
フ
向
け
パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
、
５０
カ
国
３
０
０
人

が
参
加
。
人
と
人
の
国
際
交

流
を
ま
ち
に
残
そ
う
と
、
閉

幕
後
に
実
施
し
た
万
博
レ
ガ

シ
ー
イ
ベ
ン
ト「
世
界
横
丁
」

に
は
２
日
間
で
５
万
人
が
来

場
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
終

電
後
の
大
阪
駅
に
ダ
ン
ス
フ

ロ
ア
が
出
現
す
る
と
い
う
音

楽
イ
ベ
ン
ト
も
開
い
た
。

個
人
の
熱
量
を
持
っ
た
活

動
が
、
組
織
を
、
社
会
を
動

か
す
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し

た
と
振
り
返
る
。
万
博
で
芽

生
え
た
つ
な
が
り
を
大
阪
の

ま
ち
へ
受
け
継
ぎ
、
食
・
音

楽
・
ア
ー
ト
を
通
じ
て
人
と

世
界
が
交
わ
る
場
を
育
て
て

い
く
方
針
だ
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
終
回
で
大
商

の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
右
か
ら
４
人

目
）、関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
早
乙
女
実
理
事
長
（
同
５

人
目
）
と
記
念
撮
影
す
る
佐
久
間

洋
司
氏
（
左
端
）
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

・
シ
ェ
イ
パ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
�
２

０
２
５
年
１０
月
、
大
阪
・
関
西
万

博
会
場

「EXPO KANPAI NIGHT」は、多くの参
加者でにぎわった�２０２５年５月、大阪市

大
阪
・
関
西
万
博
で
約
３

１
５
万
人
が
訪
れ
た
韓
国
パ

ビ
リ
オ
ン
。
テ
ー
マ
は
「
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ

（
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
）」。

ひ
と
き
わ
人
目
を
引
く
縦
約

１０
�
×
横
約
２７
�
の
大
型
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

ビ
ジ
ョ
ン
、
３
つ
の
展
示
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。

韓
国
館
を
運
営
し
て
い
た

の
が
、
大
韓
貿
易
投
資
振
興

公
社（
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）。
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
Ａ
は
、
韓
国
企
業
の
海

外
進
出
を
支
援
し
て
い
る
政

府
機
関
。
大
阪
貿
易
館
は
１

９
６
５
年
に
設
置
さ
れ
、
日

本
と
韓
国
の
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
大
阪
商
工

会
議
所
と
つ
な
が
り
が
あ
る

ほ
か
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
の
日
韓
企
業
と
の
交
流

や
韓
国
企
業
の
進
出
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

の
梁
哲
承
次
長
は
韓
国
で
生

ま
れ
、
名
古
屋
大
学
大
学
院

に
進
学
し
た
後
、
神
戸
大
学

大
学
院
に
進
み
、
２
０
０
４

年
に
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
に
就
職
。

大
商
と
は
、
販
路
開
拓
や
技

術
提
携
に
向
け
た
商
談
事
業

な
ど
に
お
い
て
連
携
し
て
き

た
。梁

次
長
は
「
０１
年
以
降
、

関
西
が
私
の
第
２
の
ふ
る
さ

と
に
な
り
、
万
博
の
大
阪
開

催
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
そ
の
一

方
、
開
幕
前
は
万
博
が
成
功

す
る
の
か
、
韓
国
館
に
も
多

く
の
方
に
来
場
い
た
だ
け
る

の
か
心
配
で
仕
方
が
な
か
っ

た
。
実
際
は
韓
国
館
の
入
場

待
ち
時
間
が
２
〜
３
時
間
に

及
ぶ
ほ
ど
、
多
く
の
方
に
来

場
い
た
だ
け
た
。

万
博
の
閉
幕
後
、
関
西
国

際
空
港
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

万
博
会
期
中
よ
り
も
訪
日
客

が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
海

外
の
方
々
に
い
か
に
大
阪
に

関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ

く
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
考

え
る
。
南
大
阪
の
活
性
化
の

た
め
に
も
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
の
行

事
に
参
加
す
る
韓
国
企
業
が

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
に
足
を

運
ぶ
機
会
を
作
っ
た
り
、
小

グ
ル
ー
プ
で
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｏ

ｓ
ａ
ｋ
ａ
を
観
光
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
個
人
旅
行
の
方

に
も
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
跡
地
見
学
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
い

た
だ
い
た
り
す
る
の
が
い
い

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
感
じ
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

２
４
年
６
月
か
ら
大
阪
・
関

西
万
博
に
向
け
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
大
阪
の
食
の
魅

力
を
発
信
す
る
「
く
う
ぞ
、

万
博
。」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
の
段
階

か
ら
参
画
し
て
き
た
の
が
、

や
ま
と
結
び
（
大
阪
市
）
の

加
藤
大
輔
社
長
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
万

博
の
よ
う
に
人
が
集
ま
る
会

場
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ま

ち
そ
の
も
の
を
万
博
に
し
よ

う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
２

本
柱
で
進
め
て
き
た
。
１
つ

目
は
飲
食
店
な
ど
が
万
博
に

ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信

す
る
。
２
つ
目
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
ま
ち
や
お
店

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ

と
。た

だ
の
話
題
づ
く
り
で
は

な
く
、
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

地
域
の
動
き
方
そ
の
も
の
が

変
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
た
。
１
つ
目
は
人
が
人

を
呼
ぶ
流
れ
づ
く
り
。
万
博

メ
ニ
ュ
ー
が
１
４
８
件
投
稿

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
食
べ
に

来
た
人
が
写
真
に
撮
っ
て
自

分
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
そ

れ
を
見
た
別
の
人
も
食
べ
に

来
る
。
２
つ
目
は
、
飲
食
店

が
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
こ

と
で
、
店
や
ま
ち
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
思
い
が
発
信
で
き
る

素
材
に
な
る
。
３
つ
目
に
１

つ
の
有
名
店
で
は
な
く
、
１

０
０
店
舗
が
投
稿
す
れ
ば
地

域
の
存
在
感
が
上
が
り
、
ロ

ー
カ
ル
が
主
役
に
な
る
。
４

つ
目
に
「
＃
く
う
ぞ
万
博
」

の
投
稿
が
増
え
れ
ば
、
広
告

費
を
か
け
な
く
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

検
索
で
上
位
に
表
示
さ
れ

る
。
最
後
に
、
万
博
後
も
投

稿
は
消
え
ず
、
地
域
の
デ
ジ

タ
ル
資
産
と
し
て
残
り
続
け

る
。万

博
の
会
期
中
だ
け
盛
り

上
が
る
企
画
で
は
な
く
、
地

域
が
自
分
た
ち
の
力
で
発
信

し
続
け
ら
れ
る
状
態
を
作
っ

て
き
た
。
万
博
と
い
う
一
瞬

の
熱
を
地
域
の
未
来
に
変
え

る
の
は
こ
の
仕
組
み
だ
。
今

後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
く

う
ぞ
、
大
阪
。」へ
と
進
化
さ

せ
、
ま
ち
が
変
わ
る
き
っ
か

け
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
話

し
、「
こ
れ
か
ら
も
現
場
か
ら

支
え
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
る
。

万
博
メ
ニ
ュ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
撮
影
す
る
加
藤
大
輔
氏（
左
）

�
２
０
２
４
年
８
月

大屋根リングの上から一望できる外壁の大
型発光ダイオードビジョンの迫力ある映像
に来場者が魅了された�２０２５年１０月、大阪
・関西万博会場

Double Doors
代表取締役

高橋啓輔 氏

シェイプ・ニューワールド
・イニシアティブ

代表理事
佐久間洋司 氏

ＫＯＴＲＡ
（大韓貿易投資振興公社）
マーケティングチーム次長
梁 哲承 氏

万博とその先へ

demoexpo
理事

今村治世 氏

やまと結び
社長

加藤大輔 氏

未来は自分たちで形作るもの

地域が自ら発信できる状態へ

もずやんモールで４カ国と成約

海外客が関心持ち続ける大阪に

大阪を人と世界が交わる場に
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